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SnapInfoディレクトリを設定します

ホスト内の仮想マシンリソースをデータセットに追加するには、そのホストにSnapInfo

を設定する必要があります。Hyper-VホストをSnapManager for Hyper-Vに追加したとき
にSnapInfoが設定されていない場合は、あとで設定ウィザードまたは* SnapInfo設定*ア
クションを使用して設定できます。

また、Hyper-V用にSnapManager にホストを追加したあとに、SnapInfo設定を変更することもできますただ
し、SnapInfo設定を変更した場合は、すべてのファイルを新しい場所に手動で移動する必要がありま
す。SnapManager for Hyper-Vでは自動的に更新されません。ファイルを移動しないと、バックアップコピー
からのリストアや管理はできず、SnapManager for Hyper-Vはバックアップコピーのリストを表示しません。

SnapManager for Hyper-V以降では、SnapInfoパスをCluster Shared Volume（CSV；クラスタ共有ボリューム
）上に配置することも、Windows Server 2012用のSMB共有上に配置することもできます。

• 関連情報 *

"Microsoft TechNet：「フェールオーバークラスターでクラスターの共有ボリュームを使用する"

SnapInfo LUNをセットアップします

データセットバックアップメタデータを格納するには、Hyper-V用のSnapManager

にSnapInfo LUNを追加する必要があります。SnapInfoパスは、ONTAP LUN上に実装す
る必要があります。これは、SnapManager for Hyper-Vが通常のバックアップの実行後
にSnapInfoコピーのバックアップを作成するためです。

必要なもの

SnapInfoパスは、Windows Server 2012クラスタを実行している場合は、Cluster Shared Volume（CSV；ク
ラスタ共有ボリューム）に配置できます。専用の仮想マシンを管理する場合は、SnapInfoを専用のONTAP

LUNに配置する必要があります。共有仮想マシンを管理する場合は、SnapInfoを共有のONTAP LUNに実装し
ます。

手順

1. SnapDrive for Windowsを使用して、新しい共有ディスクを作成します。

a. Microsoft Cluster Services Group（Microsoftクラスタサービスグループ）を選択するオプションを指
定する場合は、* Create a new cluster group.（新しいクラスタグループを作成する）を選択します

b. グループに「SMHV SnapInfo」という名前を付け、プロセスを完了します。

2. Windowsフェイルオーバークラスタリング（WFC）を開き、新しいグループがオンラインになっているこ
とを確認します。

3. クラスタ内の各ノードにSnapManager for Hyper-Vをインストールします。

4. *設定ウィザードを実行し、クラスタ内のすべてのノードにSnapInfo設定を適用します。

a. いずれかのホストを選択します。

b. [ナビゲーション]ウィンドウ枠で、[メニュー：保護[ホスト]をクリックします。

c. 操作ウィンドウで、*環境設定*ウィザードを実行します。
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d. 新しく作成したLUNにSnapInfo設定を適用します。

結果

設定ウィザードを実行すると、SnapInfoの設定がクラスタ内のすべてのノードにレプリケートされます。* 関
連情報 *

エラー：SnapDrive SDDiscoveryFileSystemListInfo応答がNULLです

SnapInfoディレクトリパスを変更します

SnapInfoディレクトリパス設定は、設定ウィザードまたは* SnapInfo設定*アクションを
使用して制御できます。

このタスクについて

SnapInfoディレクトリ設定は、Hyper-VのSnapManager のホストレベルで指定されますSnapManager for

Hyper-Vは、NAS（SMB）ホストとSANホストをサポートしています。SANホストの場合は、SnapInfo設定が
ボリュームレベルで適用されます。NASホストの場合は、SMB共有レベルでSnapInfo設定が適用されます。

ストレージシステムのIPアドレスをSnapDrive for Windows TPSに追加した場合は、SnapManager for Hyper-

Vで設定ウィザードを実行すると、SnapDrive for Windowsのストレージ設定が自動的に読み込まれま
すSnapDrive for Windows TPSが設定されていない場合は、SnapManager for Hyper-Vの[Manage Storage

Connections]タブでストレージシステムのIPアドレスを指定する必要があります

手順

1. ナビゲーションペインで、[Menu](メニュー)、[Hosts](ホスト保護)の順にクリックします。

2. SnapInfoディレクトリパスを変更するホストを選択します。

3. [Actions]ペインで、[* SnapInfo settings]を選択します。

[* SnapInfo設定*（* SnapInfo Settings *）]ダイアログボックスが開きます。

4. 表示されたオプションからストレージタイプを選択します。

オプション 説明

SAN これがデフォルトのストレージタイプです。

NAS このオプションは、SMB共有で使用します。

5. [* 参照 ] をクリックします。

[フォルダの参照]ウィンドウが開きます。

6. SnapInfoストレージシステム（SAN）またはボリューム（NAS）を選択し、* OK *をクリックします。

表示されるホストは’ホスト・レベルで[ストレージ接続の管理]オプションを使用して登録されたストレー
ジ・システムに対応するNAS共有です探している共有が表示されない場合は、「ストレージ接続の管理」
が正しく設定されていることを確認してください。
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7. [* SnapInfo設定*（* SnapInfo Settings *）]ウィンドウで、[OK]をクリックします。
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